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昭和十二年（一九三七年）一一月、雑誌「文芸」に森山啓は
》Ｑも
「収獲以前」を発表する。それ以前の十年間の文学活動におい
て詩集や評論集を刊行していて、「何も持たぬ男」（昭和３．３
「プロレタリア芸術』）「火」（昭和３．５同上誌）のような例外
はあるものの、小説よりも詩や評論のジャンルにおいて有能な
人物と目されていた彼が本格的に小説の筆を執った第一作がこ
れである。しかし、同作は発表後の評判がよく、そのためもあ
ってか森山は小説執筆に力を注ぐようになり、特に昭和二十年
以降の文学作品がほとんど小説であることを思えば、「収穫以
前」はまさに小説家森山啓のスタートを記念する作品といえょ
壱７ｏ「収穫以一型は「貝殻骨予感」と「笹村一家と光枝〈笹村の
記録）」と「ものの芽路まる」の一一一章（全二十一一一節）から成り
立つ。このうち作品内の時間は「笹村一家と光枝」が一番早く、
続いて「貝殻骨予感」「ものの芽踏まる」の順になる。作中人
物の笹村茂助は文学者で同様に文学に関心を寄せる弟の幸吉、
その他未成年の弟や妹を抱えて貧窮生活を送る。すでに結婚し
て男子を設けている。茂助に続いて幸吉も肺を患い、兄一家と
同居、別居を繰り返す。妻道子の従妹の光枝が上京して就職す
べく、彼らと交流するが、病を得て帰郷するも死去。
作品はこうした窮乏生活を強いられる笹村一家の実状を訴え
るタテ糸へ光枝と笹村の肉体関係あるいは幸吉の光枝に対する
プラトニックラブを横糸にして絡ませるというのが眼目だろう
が、「貝殻骨予感」の末尾にこんな一節があり、構成上の工夫
を知りうる。
さて作者も又、笹村夫婦、光枝、幸吉達について、数隻別
のことから物語るべき段取りになった、なぜなら彼等の特殊
な愛や彼等相互の関係は、たずその数年間の年月があっては
森
英
一
１
じめて塔はれたものだからだ。笹村は右の「笹村一家と光枝」
といふ記録小説をその後の事情で完成しなかったのだが、そ
れを笹村が書いてゐる間に、こ、に第五章以下第二十章まで
殆んどそのまま挿入する。しかし笹村はその小説を以て光枝
を慰めようとする意識があったためか、作中で光枝を余り大
事にしてゐるのが失敗だったから、笹村一家をも光枝をも知
悉してゐる作者は、そういふ箇所は削除し又は作者独自の観
察を加へ、技巧上他の若干の手心も加へた。尚作者は笹村の
記録では他の名で呼ばれている人物達を、笹村らの他の実名
注叩
に訂正し本篇との連絡を考慮したこと勿藝脈である。
つまり、「貝殻骨予感」のこの引用文直前に笹村が「笹村一
家と光枝」というタイトルの小説を書いて稿料を得ようとする
場面がある。それを受けて〈笹村一家をも光枝をも知悉してゐ
る作者〉がそれを紹介しようというわけである。しかも、単な
る紹介でなく、削除や訂正も行うというから、これはもはや紹
介
や
引
用
と
い
う
レ
ベ
ル
で
な
く
、
焼
き
直
さ
れ
た
創
作
と
み
る
べ
き
だ
が、それにしてもこの引用部分は見様によっては奇妙な言い方
を
し
て
い
る
。
「貝殻骨予感」は三人称の視点を採って、語り手はある時は
笹村、ある時は幸吉というように登場人物へ自在に出入りして
い
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
言
い
方
を
み
る
と
、
影
を
隠
し
て
い
る
は
ずの語り手が明白に読者の前に姿を現わす。
やがて幸吉は、笹村が出した十円札四枚の前に坐って、醜い
ほどの驚きと恐縮を示した。僅か四十円が何だらうと恩はれ
る読者諸君も多いだらう。併し幸吉は毎月二十五円、少い時
は二十円で生活して来たのである。文芸評論家の笹村に取っ
てはまた、この僅か二十円に、毎月身を切られる恩ひであっ
た。原稿料だけで一家四人が食ってゐる彼のこの年の平均月
収は六十数円で、それも最大の無理をしてかせぎ続けての話
であった。
因みに、この作品当時の小学校教員の初任給は五十円前後で
あったから、笹村一家四人の月生活費が六十数円というのは、
決して豊かとはいえない金額であろう。
ここで語り手が顔を出したのは、そういう貧困に対する〈驚
き〉がつい、そうさせたのだとも考えられる。
ところで、先の引用文における〈作者も又〉以下の引用の語
り手は、この引用の語り手と異なる存在である。この〈作者〉
は〈笹村
〉とは
違
うとい
う
ことを
明
言して
い
るし、
「
貝
殻骨予
感」は〈笹村〉の語ったものであると述べる。そして、〈笹村〉
が光枝へ送ろうとして未完に終わったその小説を、引用例に見
られる形で挿入しようというのである。
従って、「笹村一家と光枝（笹村の記録とは「貝殻骨予感」
の語り手とは異なる〈作者〉の作品ということになる。マも
しかし、考えてみると奇妙なことである。「収獲以前」は
２
〈森山啓〉の名で発表されたわけで、作者が森山啓である以上、
〈笹村〉も〈作者〉も森山啓の分身に過ぎない。それなのに、
なぜわざわざこういう構成を仕組む必要があったのだろうか。
〈作者〉などとまぎらわしいことをせずに、たとえば〈友人Ａ〉
なら〈友人Ａ〉とでも設定した方が、よりすっきりした構成に
なったはずである。
この問題の結論は、さておいて、構成上からいえば、「笹村
一家と光枝（笹村の記録との章末近くにこんな文章が挿入さ
れている。
笹村茂助が右の記録小説を一週間か、って一気に比処まで書
いたとき、この小説を今発表することは、光枝に対しては兎
も角、幸吉に対しては、文筆で立たうとしてゐる以上、迷惑
かも知れないと老へた。するとその夜からこの小説を中断せ
ねばならなかった。と云ふのもこの小説を発表しないとす
れば、取り奎欝。来月の生活費や幸吉達の養生費に評論や雑文
を書き飛ばさねばならなかったからである。彼は北陸にゐる
光枝の病床へ、中断きれたま、の右の小説を送って、二一一一十
枚づ、の雑文を数篇書くのに没頭しはじめた。
注
②
作者は笹村に代り、便宜上、次のことを書き添へておく。
ここでは先に〈作者〉が予告したように、笹村の記録小説が
完成しなかったことが述べられているが、引用文中の〈笹村茂
助が右の記録小説を一週間か、って一気に比処まで書いた〉と
の言い方は、先の〈作者〉がその記録小説にかなりの改変を加
えたという言と明らかに子盾する。
が、それはさておいて次なる問題は〈作者は笹村に代り〉
云々の部分である。「笹村一家と光枝（笹村の記録）」の章はこ
のあと一ページ半ほどで終わり、次章の「ものの芽踏まる」に
続
く
。
先
の
引
用
で
〈
第
五
章
以
下
第
二
十
章
ま
で
〉
と
あ
る
点
か
ら
み
ても〈書き添へ〉た部分に「ものの芽踏まる」はおそらく含ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
根
拠
を
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
「ものの芽踏まる」は前述のように冒頭の「貝殻骨予感」の章
に時間的に接続し、そこは末尾の先に引用した〈さて作者も又〉
以下を除いては、〈作者〉は登場せず〈語り手〉によって進行
するからである。「ものの芽踏まる」も同様である。
しかし、〈書き添へ〉た部分が残る一ページ半だけだとして
も、書簡を多用するなどの語り調と「ものの芽路まる」のそれ
とはほぼ同一であり、とするならば、〈書き添った部分は残
る全てだと理解することも可能なのである。
なお、「ものの芽踏まる」では笹村から送られた小説を読ん
だ光枝が、書簡の中で種々感想を述べる箇所も含んでいる。
さて、先の疑問に戻る。どうして森山はこの作品をこんな入
り組んだ構成に仕上げたのだろうか。その方法は今までみてき
たように厳密に検討すれば、必ずしも綾密な計算によって成り
立っていない。所々にミスも発見される。
３
森山の伝記にくわしい読者ならばこの作品が、たとえば笹村
茂助が彼自身で、幸吉が弟の秀夫、大垣が福井中学校以来の親
友大島武夫をそれぞれモデルとすることを簡単に知りえ、笹村
に関する叙述もかなりにおいて事実に近いことを把握できるだ
ろう。このことは逆に言うと、後に匿名批評が出たようにこれ
がく義妹を犯した私小説〉と誤読されかねない。笹村と光枝の
関
係
は
、
そ
れ
に
対
す
る
道
子
の
対
応
も
含
め
て
き
わ
め
て
あ
っ
さ
り
と
描かれており、それは森山自身も慎重に配慮した結果だろうが、
そ
れ
で
も
な
お
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
い
て
〈
私
小
説
〉
と
読
ま
せ
た
く
な
い工夫、それがこのような構成を採らせたのではなかったか。
「収穫以前」の二年後、森山は創作集『北窓ひらく」（昭
叫・皿刊、教材社）を刊行する。初の小説集である。これは標
題作と「笹村一家」の二作を所収するが、後者は「収穫以前」
を改作し、続篇を加えたものである（「後記」）。「笹村一家」は
前篇と後篇に分かれ、総題「笹村一家と光枝」の前篇は「窮鳥
ふところに入る」「それぞれの道」「巣立っては帰る」、総題
「家と社会」の後篇は「青春の裏道」「病気と生死」「健康な
人々」の章からそれぞれ成る。
これを初出と比較してみると、細かな記述の加筆や削除はさ
て
お
い
て
、
構
成
が
大
巾
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
初
出
の
「笹村一家と光枝」がそっくり前篇に移り、「貝殻骨予感」が後
篇の「青春の裏道」に、「ものの芽踏まる」が「病気と生死」
にそれぞれあてはめられている。この結果、現在の時点から過
去の時間へ戻って、また現在の時間へ戻るという初出の構成は
消失し、作品は時間の経過と共に出来事が進行するというポピ
ュラアな形式を採用することになった。
「収穫以一型は、笹村の弟や妹たちがわずかながらも収入を
得るようになり、自立するという明るい面を持つものの、全体
としては親友の大垣の死に続いて、幸吉の死、そして光枝の病
気再発から死、というふうに暗い色彩に覆われている。特に、
北陸の実家に危篤の光枝を見舞ったけれども間に合わず、荘然
とくれている、そこへやはり肺結核持ちの女工が悔やみに来て
〈「光枝さんえ。」と言ひ、やがて忍び泣いてゐた。〉とのラスト
シーンは、印象的である。中野重治が初出時に〈笹村といふ一
つの家族の物語であり、窮乏と肺結核と恋愛と夫婦生活との絡
みあった悲しい物語〉と見定めながらも、〈全体としてはやや
甘い感傷に堕してゐる〉（「肉感性の不足」昭、・２．１「帝国
大
学
新
聞
ご
と
批
評
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
見
解
だ
が
、
そ
れ
以
外
にも多くの発言が発表後の森山の耳に届いたはずである。
それらをどのように受けとめたか。その一つの結果が「健康
な人々」を室冒□加えたことにつながっている皇亨えられる。そ
の分量は全体の約二十五パーセントにも及ぶ。前述のように、
構
成
を
大
胆
に
変
更
し
、
こ
の
よ
う
な
大
巾
な
補
訂
を
加
え
る
と
す
る
な
４
らぱ、「収穫以前」と「笹原一家」とは別作とみなしてもよい
ほどの変貌を見せているといえよう。
「健康な人々」の部分は以下のような展開をみせる。すなわ
ち
、
光
枝
の
葬
式
後
も
そ
の
実
家
に
滞
在
し
た
笹
材
た
ち
は
、
彼
女
の
弟
や妹などと所在なげに戯れる日々を過ごすが、一歩先にそこを
出
た
笹
村
は
途
中
下
車
し
て
、
亡
父
の
墓
参
り
を
す
ま
す
。
妻
と
の
結
婚
に反対しつつ、ガンのため逝った父に対して初めて符戸村は当時
の父の》百万が理解できた気がする。妻に先立たれた父が、今の
自分同様に家族を多数抱えて、それぞれの将来を真剣に心配し
ていたと一一一百うことを。海辺の一集落のそこは叔父の｛家もあるが、
父が没する前後の強欲な彼の振舞いを思い起こすと、どうして
も再会する気になれない。
しかし、父が眠るこの地を訪れた椿戸村は久しぶりに精ｗ神の充
実を》見える。
：…・大滝の音に包まれたやうな岩瀬に出て、人目につかぬ岩
の上に腰をおろした。あ、これで俺には又生きる力が生まれ
さうだ。さう思って深呼吸をし、奔認跳する白波を超えて緤秒
とひろがる日本墾海に見入った。世に謂ふ三つ児の魂ほど不思
議なものはない。彼の揺藍であったこの海辺の荒波の音は、
狂気じみるほど疲れた彼の、神経をなだめ、生みの母のやう
に】騨撫した。
彼
は
東
京
の
混
濁
し
た
遼
し
い
生
活
を
恩
ひ
返
し
て
、
何
だ
っ
て
自
分は朝から晩まであんな不白狭いな場所に鰻齪して暮らさねば
ならなくなったかを疑ふ程だった。身が冷えたので松原の方
へ行ったが、出遭ふ部落の男女呰星見えのある者はひとりも
なかった。漁師を見ると彼には何かしら喜ばしかった。彼は
今
の
自
分
な
ど
は
、
健
康
で
平
凡
な
、
ど
の
漁
師
よ
り
も
無
価
値
な
人
間だ、といふ風に恩ふことで、却って今躯後の自分の生活力に
希望をもつことができた。
初出の「収穫以前」は東京が作品舞台になっており、地方出
身者の例にもれない笹村らが都会生活に難渋する様子が描かれ
ていたのだが、この引用部分は、いわば都会での生活敗残者が
出身地の白狭によって慰籍されるという典型が表出きれている
明治以降に特に地方出身者を吸収して膨張してきた東京とそこ
での生活者の例を椿戸村にもみることができるわけだが■圧意す
べきは、椿粁凹はそういう出身地の白狭によってだけ新たなる生
命を吹き込まれるのではなく、引用部分の最終部に明らかな、
ここに住む人間よりも自分が劣ると自身を蔑むことによって、
逆に前途に光明を見出している点である。いわば、〈故郷〉は
二重の意味において、符戸村をこれまでの打ち沈んだ生活から脱
却させるべく、その勢へ機を得させたということになる。その意
味において、「収穫以前」の結末のつけ方と異なって、新たな
「笹村一家」は一家の再生に向けて、取りあえずはスタートし
た
こ
と
に
な
る
。
５
東京に戻った符戸村は悩みの種の一つだった弟の伸について一
安心する。彼は塗装店に年季割奉公にいっていたが、肋膜の疑い
があるとの医師の診断を受けて、彼の元へ戻ってくる。自身や
二王ロの例一もあるので、椿符は心配するが、微熱が取れると積極
的に養生生活を送ってまた一親方の所へ戻っていく。
一方、一人息子の敏も物を一見える最中で、その仕草が家中に
和
や
か
な
雰囲気をかもすのに一役買っていた。また、結婚した
妹の房子も元気な男の子を出産する。周囲全てが笑いに包まれ
たような生活に向かう中で、時代はというと決しておだやかで
はない。笹村は知人の左『黒的人道作家が、すでに「転回を行
っていることを知り、ひるがえって我が作》物を点検すると、本
当
に
人
を
導
く
に
足
ら
ぬ
人
間
だ
と
思
え
る
。
自
分
の
文
学
が
ま
だ
自
分
の本当一の絆与質と日々の生活とに一致していないということ、そ
の自己矛盾を引きずりながら今に至っていることを、省みざる
をえなかった。そんな時、昔にその矛盾を指存摘してくれた大垣
のことがなつかしく思い返される。
以上、「健康な人々」は一房子の夫が「二月一一十六日の事件」
の翌年、つまり昭和十一一年（一九三七年）八月に出征し、翌月、
房子が出産する辺りで幕を閉じる。
前述のように「収穫以一型をさらに発展させたのが「笹材一
家」である。前者において中心となった「符岸材一家と光枝」の
章は、後者の前篇に、そしてエピローグ的な章「貝殻骨予感」
とプロローグ的な章「ものの芽踏まる」とはその役割を終了し
て、その後篇に吸収された。と同時に前者での役目を変貌させ
る。つまり、「笹村一家と光枝」は後者の前篇のみの分担を負
えばよいことになり、後篇と対等の力を担うことになったので
ある。特に全体が「収穫以前」と異なって、｜家が一応の苦難
を乗り切って、それなりに展望が見通せるような状況で終える
ことになった以上、光枝の存在は初出ほど重要ではなくなって
いる。では、「笹村一家と光枝」の存在によって作品の緊張感を保
つことができた「収穫以前」が、このような「笹村一家」に発
展してしまった上は、新しい作品世界の緊張感は今度は何によ
って保たれるかということになると、当然ながら前篇と後篇の
バランス如何、ということだろう。特に後篇が「家と社会」と
名づけられた点からみても、笹村一家と社会との関係がそれこ
そ中野重治のいう〈肉感性〉豊かに叙述される必要があると思
われる。中野は〈主人公笹村の家長としてのエゴイズムにたい
する作者の批判の弱さ〉（前記）を初出時に指摘していたが、
このような
見
出しを
つ
ける以
上
は作者
自
身も期
す
るとこ
ろはあ
ったに相違ない。
しかし、その結果は、「貝殻骨予感」と「ものの芽踏まる」
の二章はほぼその通りに挿入され、新たに書き足された「健康
な人々」も前述のような内容であった。必ずしもそのような期
６
侍に応えることができなかった。二度書いたものを改作する
ことは予想外に困難なことで、新たに書き加えた部分には意に
充たぬところもある〉（「後記」）との弁はあながち謙遜ではな
く、本心だったかも知れない。
私見では、「笹村一家」よりも「収穫以前」の方を作品の密
度が濃い、緊一振感にあふれたものと認めたい。
とは一一一一口え、平成三年（一九九一年）にその生を終え、そのこ
とによってほぼ全ての彼の文業を見る権利を有する読者の立場
からするならば、小説家としての森山啓は「健康な人々」を加
えた「椿戸村一家」を完成することによって、そ⑫宜貿が十全に
発揮され、以後その道を忠実に歩むことになったと考えられる。
その意味において「笹材一家」は重要な作品だと一言わざるをえ
注
ｍ
ない。昭和十六年二月、森山は昭和書房より創作集「野葡萄」を出
版する。所収十一作に混じって「挽歌」がある。「あとがき」
で「笹村一家と光枝」の改作だと述べるが、「笹村一家と光枝」
とは「収穫以一型のそれをさすのか、それとも「笹村一家」の
前篇をきすのか。
「挽歌」は全十節から成るが、四節まではほとんど「笹村一
家」後篇「青春の裏道」と重なり、五節は同じく前篇「巣立っ
ては帰る」の二～七に相当し、六～八節は同じく後編「病気と
生死」と重なり、九、十節は同じく後篇「健康な人々」の一と
この前半に相当する。
こうしてみると、「挽歌」は「笹村一家」全編のダイジェス
トと一応はいえよう。とはいえ、構成は「収穫以前」に倣い、
五節を中心に据えて笹村と光枝の肉体関係を重視し、合わせて、
二王ロの死が述べられ、最後に北陸の地を訪れるところで筆を置
き、光枝と去圭尺の挽歌というタイトルに落ち着かせることに
なった。
つまり全体の作品内容は「収穫以前」に近いが、それでも、
笹村の弟や妹に関する記述を削げ落とし、睾壬ロが病鷹達ざがす
際の事情もカットするなど〈挽歌〉に向けて、かなりすっきり
した作品世界を構築している。仮に「収穫以前」をＡとするな
らば「笹材一家」は／Ａとなり、「挽歌」はＸということにな
る。「野葡萄』には、なお「父」と「生〈巴「妹」等も含まれて
いる。このうち「父」と「生〈巴は「笹材一家豈仮篇「健一康な
人々」の三節から六節そのもので、「妹」は同じく八節に吸収
されるものである。ただ「あとがき」ではこれら三篇は〈もと
独立した短篇で、後に相連なって「笹材一家」の物語を構成し
た
の
だ
が
、
こ
、
で
は
原
型
の
ま
、
の
各
短
篇
の
形
で
収
録
し
た
〉
と
述
べられており、この通りだとすれば、「健康な人々」全八節は
十四年十一月以前にすでにいくつかの短篇として発表されてい
７
戦争が終わった。その四年前から妻の生まれ故郷に疎開して
いた森山啓は、終戦直前から勤めていた学校教師もそのうち辞
して、本格的に作家生活に戻ることになる。
戦後初めての創作集は戦前戦後の作品を収めた『渚」（昭
Ⅲ．ｎ刊）だが、翌年には『笹村一家と光枝」（昭、．ｎ刊白
山書房）を出版する。同書は標題作以外に四作を所収するが、
表紙と扉には〈決定版〉と銘打ってある。その理由については
「あとがき」で語られている。
この本に収めた「笹村一家と光枝」は私の長篇処女作で、も
と改造社から発行されていた雑誌「文芸」に「収穫以前」と
い
ふ
題
名
で
一
九
三
七
年
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
二
度
改
作
し
て
自
著の「北窓ひらく」「野葡萄」のなかに発表したが、今度さ
らに改訂して決定版としたのである。結局構成を変へたほか
は、稗純なま、の原作の言葉と精神を重んずるほかはなかっ
た。ここでは〈さらに改訂し〉〈構成を変へた〉とあるが、本文
の元になっているのは『北窓ひらく」所収の「笹村一家」と考
えられる。そこでは、前後篇に分かれ、それぞれに「窮鳥ふと
た
こ
と
に
な
る
。
しかしながら、現時点ではその短』慰併が掲載された初出紙誌
を確認できていないので、これ以上の断定は無理である。
ころに入る」等の見出しがつき、さらに数字で節に分けていた
が、今回は一切そういう区分をせずに一から一一十三までの節で
区切っている。ただ「笹村一家」における節をほぼ踏襲しなが
ら、例外的に一つの節を分離したり、逆に合併したりの例もみ
られる。
また、後篇の「健康な人々」の章はここには含まれていない。
さらに、文章に関しては、笹村が文学仲間と研究会を持って
そこで哲学的話題が発展する箇所がある（「窮鳥ふところに入
る」八）。こういう部分は、全体からみて削除してもさしつか
えないと判断したのか、縮められている。
逆に、笹村の文学志望あるいはその傾向等については記述不
足を考えてか補訂をしている（十一）。
このように、白から決定版と呼ぶ「笹村一家と光枝」は内容
的には「収穫以前」をほぼ跳襲しながら、作品構成からいえば
「笹村一家」に近似するという、先の例に従えばＡと／Ａの中間
に位置する作品に仕上がったことになる。先に、〃ＡよりもＡ
の方が作品密度の濃い、緊張感あふれた作品と述べたが、同様
のことをここでいうならば、決定版もＡには及ぱないへと判断
する。一人の作家が一つの作品を三度も書き直すという行為を私達
はどのように理解したらよいのだろうか。皮肉った見方をすれ
８
ぱ、それは作家の未熟さを示すもの、ということになるかも知
れない。完成させたあとになお不満が作家内部でくすぶり、そ
れを解消するために補訂に取りかかるという理解である。しか
し、それが一度のみならず三度にまで及ぶとなれば、そうとば
かりも考えられない。作家はむろん、これ以外にも続々と作品
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
私
達
は
そ
こ
に
作
家
の当
該作への執菫頁それは作品の素材を含めての話だが、それを感
じる。
マも
森山啓が「収獲以前」にこんなにも執着を持つというのも、
おそらくそれに相違ない。
この問題を考える時に参考になるのが、初出時の翌月、すな
わち昭和十一一年三月の「寺枩云」に掲載きれた伊藤整との「長篇
小説「収穫以前」問韓竺である。
ジョイス等西欧二十世紀文学の紹介者として当時著名だった
伊藤は、この頃様々な傾向の小説を試作していた。そういう彼
にとって「収穫以一型の構成やスタイルは特に関心の引くとこ
ろであった。二人の書簡形式で展開きれるこの文章が伊藤のそ
ういう関心から出発しているのは当然といえる。
森山は彼のそういう関心から発せられる質問や澆錘間に応答し
ながら、白狭に作品の執筆意図を語っている。
マ、
「収穫以一型は家族相互又は男女の愛を描いてはいるもの
の、作者が心をこめて書かうとしたことは、最初から、過激
な》笏働で病みながら生き抜かうとする睾圭ロや光枝のこと、病
院の社会性のこと、年‐少の男女に対して除な職業もないとい
ふこと、それでも彼等は労働を決して忌避しないといふこと、
而も自立しようとする彼等がどれだけ障害に出遭ひ得るかと
いふこと、殊に女は家の中、男との関係，及び職業に於て幾
重幻百万を嘗めるかといふことであったのです。
ただ、森山によれば、こういうねらいは成功しなかった。そ
の理由は麦圭ロや大垣のモデル人物を憶う挽歌を書かずにおられ
ぬ気持ちに防げられたためだという。ある意味では〈私小説〉
の弱さに通じるという。
い
と
森山はそれまで愛しい者に次々と先立たれており、そのこと
は彼の文学に少なからぬ影響を及ぼしている（小稿「評伝」昭
田・⑩刊「石川近代文学全集ｇ森山啓」石川近代文学館）。幸
吉のモデルである弟は阿部｝秀夫のペンネームで文芸評論の筆を
執り、その将来を期待されたが、闘病生活の末に昭和十年十二
月に死去。森山が最も信頼を寄せていた人物だっただけに、そ
の衝撃は大きく。骨壷を半年間目分の居間に置いていたほどだ
という。次いで、光枝のモデルのうちの一人北条勝子も亡くな
って二重のショックを受ける。大垣のモデル大島→政夫の死はそ
れらの七、八年前だが、弟の死後日増しに思い出されるように
な
っ
た
と
い
う
。
おそらく、以上紹介したような事情の中に森山が「収穫以一型
９
に執着する理由の一端が見い出される。
森山が「収穫以一型で取り上げた青年達は無名の存在であり、
将来ともその予測があてはまる人物達である。そういう人間が
何
を
》
亨
忍
ど
の
よ
う
に
生
き
、
悩
む
か
と
い
う
姿
は
彼
ら
を
と
り
ま
く
環境とともに彼が早くに興味と関心を抱いていたテーマだった
のである。人間と社会の相関関係係についてはプロレタリア文
学運動に携わった当初からの関心事であったが、マルクス主義
の公式にのっとって思考し、行動することは自分の体質に合わ
ないことを感じ始めた頃、相次ぐ肉親の死が長男たる彼に経済
的負担を強いることとなり、幼い弟や妹を抱えて生活せねばな
らぬ事態を生む。
こうして、政治は風、自分は柳、受け流すべしと定め、無名
の人々の中に美しいもの、信ずべきもの、強く健かなものを発
見して、それを作品に書くことを決意する（「私の小説勉強」
昭叫・３「文芸」）。こういう決意はすでに昭和三年頃から密か
に固められつつあったというから、「収穫以前」もその延長上
に執筆されたとみてよいわけである。
ただ、そのモデルが弟や親友にまで及んだことから、作者と
しては忘れがたい記念すべき作品になった。さらに、その評判
がよく、以後小説を文学活動の中心に置いていこうと決意した
だけになおのこと、いつまでも記憶に留められるようになった、
と考えられる。
付記小稿は一九九○年九月十一日、
を礎稿にしている。
こうしてみてくると、「収穫以前」は森山にとって二重三重
にも思い出や愛着が詰まった作品であり、それに執着をみせて
新たな装いをつけようとしたのも当妖だといえる。
森山の多数の作品の中でもこれほどまでに装いを新たにした
ものは他にはない。「収穫以一型以後に位置する作品群を検訂
する際にきわめて重要な作品である。
注⑪この引用部分はそっくり後述するテキスト「笹村一家」で
は削除される。
②この引用部分も注仙同様の扱いを受ける。
③この辺り、小説家としての森山啓をどのよう堕亨えるのか、
をくわしく説明する必要があるが、紙幅の都合もあり、小稿
「評伝」ｓ石川近代文学全集ｇ森山啓」）に譲りたい。
石川近代文学館での口頭発表
（坊．４．４）
（金沢大学教育学部）
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